
｢別れのことばかけ」とウタの生成

ぬ

別
れ
て
ど
い
ち
ゅ
る
、
何
ぬ
情
け
く
い
る
が

〃、い

し

う
た
に
声
か
け
て
、
う
り
ど
ぅ
情
け
《
み
ら
ぬ
歌
》
ンヤ

（別れていくのに、何の情けをくれようか／歌に声かけて、それこそ密

が

情

け

）

刈一アカ

ー

．

琉

球

弧

の

葬

送

歌

は

葬
送
歌
と
は
、
死
後
四
十
九
日
頃
ま
で
死
者
の
葬
送
に
直
接
関
わ
っ
て
鯛歌

う
た
わ
れ
る
、
無
伴
奏
の
歌
謡
群
で
あ
る
。
葬
送
に
際
し
て
近
親
者
が
声
鯉

を
あ
げ
て
泣
き
か
け
る
こ
と
は
、
琉
球
弧
（
奄
美
・
沖
縄
・
宮
古
・
八
重
噛り

山
の
四
地
域
の
総
称
）
の
べ
ｌ
シ
ッ
ク
な
伝
統
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
一
九
’

七
○
年
代
よ
り
し
だ
い
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
お
そ
ら
く
近
睡

代
合
理
的
な
思
考
や
生
活
態
度
、
そ
れ
に
伴
う
死
生
観
や
葬
制
の
変
化
“

（特に火葬の普及）、日本本土の影響、共同体意識や身体表現の鍬》

変
化
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

葬叩

私自身のフィールド調査によれば、徳之島、沖永良部島、与獅

剰
器
罐
窪
篝
蕊
龍
崇
哩
忌

え

て

い

る

。

ｒ

Ｌ表

「
別
れ
の
こ
と
ば
か
け
」
と
ウ
タ
の
生
成

例
会
５
０
０
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
古
代
文
学
研
究
の
新
世
紀
へ
〉

ｌ
与
那
国
島
の
葬
送
歌
《
み
ら
ぬ
歌
》
に
着
目
し
て
Ｉ<哀惜歌〉

《やがま節》《うじょぐい節》
《はんしゃれ節》《二上がり節》

＊クォイ - ー 一 一 一 一 一 一 一 一 →

(別れあしび６曲目不明）

-

《みらぬ歌》《スンカニ》

- -

〈供養歌〉；葬儀における儀礼的な弔い泣き(…》;死後四卜“ごろまで､個人的にうた…哀悼職＞臘外による剛‘‘ 酒
井
正
子

楽譜’カディナティ[風のような泣き］
譜例１＜カデイナテイ＞［与那国町祖納、富里康子、1996] 採鍔：酒井正子

[実音は短3度上

一書織織:3度…
注１．無伴奏、フリーリズムで拍の伸砺が散しい・
２．ハヤシ胸、カケ戸、産み字などはカタカナで表腿１は腿時紀号て

ｌ/4音程商い．
３．ａ.）とｂ,）は開始の音高なと．が若干具なり、交互にう主い鰹いでゆく-
４．口のリズムはｐになることもある．
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歌の生成と生態

〈
供
養
歌
〉
と
は
葬
儀
に
お
け
る
儀
礼
的
な
弔
い
泣
き
で
、
遺
体
を
前

に
し
た
直
接
の
二
人
称
表
現
で
あ
る
。
「
生
き
て
い
る
人
に
い
、
フ
よ
書
フ
に
」

名
前
を
呼
び
語
り
か
け
、
全
体
が
「
泣
き
」
に
包
ま
れ
て
音
楽
化
す
る
。

一
方
〈
哀
惜
歌
〉
と
は
、
死
後
四
十
九
日
ご
ろ
ま
で
、
近
親
者
に
よ
り

（１１）

個
人
的
に
う
た
わ
れ
る
哀
悼
歌
で
あ
る
。
四
十
九
日
と
は
、
遺
体
か
ら
肉

が
お
ち
骨
化
（
骨
肉
分
離
）
す
る
特
徴
的
な
移
行
期
で
あ
り
、
こ
の
間
、

死
者
は
苦
し
む
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
困
難
な
時
期
に
死
者
を
慰
め
、

移
行
を
媒
介
す
る
歌
だ
と
解
釈
で
き
る
。
未
だ
身
辺
に
と
ど
ま
る
死
者
の

霊
と
掛
け
合
う
よ
、
フ
な
状
況
が
み
ら
れ
、
死
や
冥
界
を
う
た
い
込
み
、
死

者
か
ら
の
ウ
タ
も
混
じ
る
．

〈
哀
惜
歌
〉
は
、
ウ
タ
（
有
節
形
式
の
短
詞
型
歌
謡
、
一
節
が
独
立
し

た
意
味
単
位
で
あ
る
よ
う
な
形
態
）
の
生
成
的
な
状
態
（
不
定
型
な
詞

型
、
フ
リ
ー
リ
ズ
ム
、
歌
掛
け
に
よ
る
上
下
句
同
型
旋
律
の
様
式
な
ど
）

が
み
ら
れ
、
そ
の
地
域
の
重
要
な
シ
マ
ウ
タ
（
伝
承
歌
謡
．
あ
そ
び
歌
）

と
関
連
が
深
い
。
シ
マ
ウ
タ
の
ジ
ャ
ン
ル
生
成
に
関
与
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
以
上
詳
し
く
は
［
酒
井
一
九
九
六
］
参

照
）
。
与
那
国
に
お
い
て
は
《
ド
ナ
ン
（
与
那
国
）
・
ス
ン
カ
ニ
》
と
い
う

広
く
知
ら
れ
た
シ
マ
ウ
タ
の
名
曲
が
あ
る
。
そ
れ
は
通
夜
の
う
た
で
あ
る

《
み
ら
ぬ
歌
》
か
ら
生
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
、
与
那
国
島
で
の
一
九
九
六
年
以
来
の
フ
ィ
ー
ル

（２）

ド
調
査
に
も
と
づ
き
、
考
察
し
た
い
。

葬
送
歌
は
、
葬
制
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
う
た
わ
れ
る
。
与
那
国
島
に

（３）

は
、
僧
侶
や
神
主
、
葬
儀
屋
な
ど
の
組
織
的
な
専
門
職
は
い
な
い
。
葬
儀

２
．
与
那
国
島
の
葬
制
と
弔
い
泣
き

は
親
族
の
長
老
を
指
揮
役
に
た
て
、
親
族
近
隣
の
相
互
扶
助
に
よ
り
と
り

行
わ
れ
る
。
ま
た
火
葬
場
も
な
い
た
め
、
地
域
的
な
特
色
が
色
濃
い
。
死

者
儀
礼
の
概
要
（
葬
送
儀
礼
と
分
離
・
供
養
儀
礼
に
分
け
る
）
は
、
以
下

のようである。

１
．
葬
送
儀
礼

（
１
）
臨
終
、
ク
イ
カ
ギ
［
声
か
け
］

（
２
）
湯
潅
、
散
髪
、
着
替
え
（
裏
座
に
て
）

（
３
）
安
置
（
表
の
一
番
座
へ
）

（
４
）
ド
ゥ
ッ
ト
ゥ
ク
ミ
［
夜
ど
う
し
寵
も
り
、
通
夜
］

（
５
）
わ
か
れ
の
盃

（
６
）
納
棺

（
７
）
ダ
ァ
ナ
ラ
シ
［
家
屋
鳴
ら
し
］
＊
現
在
は
行
わ
れ
な
い

ミ
ウ
グ

（
８
）
出
棺
、
見
送
イ
（
野
辺
送
り
）

（
９
）
納
墓

こ
の
間
弔
い
泣
き
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
現
地
研
究
者
の
文
献
に

よれば、
・
死
の
直
後
か
ら
近
親
の
男
女
に
よ
る
「
ア
ハ
リ
ド
ォ
（
哀
れ
な
り
）
」

と
い
、
フ
ク
イ
カ
ギ
［
声
か
け
］
と
、
女
性
に
よ
る
カ
デ
ィ
ナ
テ
ィ
が
交

錯
し
、
以
後
納
墓
ま
で
泣
き
声
は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
通
夜
で
は

《
み
ら
ぬ
歌
》
の
ほ
か
、
シ
マ
ウ
タ
の
テ
ー
プ
な
ど
も
流
さ
れ
、
音
が

途
切
れ
る
こ
と
を
嫌
う
［
米
城
一
九
九
八
ほ
か
］
。

．
（
遺
体
が
安
置
さ
れ
る
と
）
周
囲
に
家
族
や
親
族
知
人
が
集
ま
っ
て
更

に
大
き
な
働
突
が
始
ま
る
。
通
夜
は
こ
の
人
々
が
交
代
し
て
泣
き
叫
ん

で
い
る
内
に
夜
が
明
け
て
、
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
泣
き
人
は
交
代
し
て
、

死
体
を
埋
葬
す
る
ま
で
泣
き
通
し
で
あ
る
［
池
間
一
九
五
九
三
三
］

- ８ ４ -



ク
イ
カ
ギ
〔
声
か
け
〕
と
は
、
「
ア
ハ
リ
ド
ォ
○
○
」
と
、
日
常
の

親
族
呼
称
や
死
者
の
名
前
○
○
を
呼
び
、
死
者
に
こ
と
ば
か
け
す
る
行
為

で
あ
る
。
残
念
で
た
ま
ら
な
い
よ
、
悔
し
い
よ
、
と
い
う
気
持
ち
を
込

め
、
死
者
に
分
か
ら
せ
る
よ
う
、
特
に
男
は
強
い
口
調
で
言
う
。
「
親
よ

り
先
に
ゆ
く
と
は
こ
の
親
不
孝
者
」
と
叱
る
よ
う
な
口
調
に
も
な
る
。
近

隣
へ
の
計
音
通
知
の
役
割
も
果
た
す
。

カ
デ
ィ
ナ
テ
ィ
は
、
「
ア
ハ
リ
ド
ォ
○
○
」
と
い
う
文
句
を
女
性
た

ち
が
一
定
の
フ
シ
で
う
た
う
。
風
［
カ
デ
ィ
］
の
吹
く
ま
ま
に
、
思
い
ど

成
お
り
泣
き
［
ナ
テ
ィ
］
な
さ
い
と
い
う
意
味
か
と
さ
れ
る
。
「
そ
の
高
い

帷声こそあの世に届く」「この歌を、うたわないと後生の扉が開か

”ない」ともいわれ、特に通夜や納棺、野辺送りの時に盛大であ

あ

げ

だ

さ

げ

だ

と
る
。
歌
い
出
し
が
高
音
（
上
出
し
）
と
低
音
（
下
出
し
）
の
二
種
類
の
旗

ｊ吋
律
が
あ
り
、
途
切
れ
な
い
よ
う
自
発
的
に
、
尻
取
り
の
よ
う
に
う
た
い
継

力ば
い
で
ゆ
く
。
例
え
ば
「
あ
は
り
ど
ぉ
、
ア
ブ
タ
（
母
さ
ん
）
よ
」
に
続
い

とこ
て
「
ア
ブ
タ
よ
、
あ
は
り
ど
ぉ
」
と
倒
置
さ
れ
る
［
楽
譜
１
］
。
そ
う
し

のれ
た
交
互
唱
の
様
式
は
、
八
重
山
地
域
の
他
の
民
俗
音
楽
一
般
に
も
広
く
み

Ｉ陽
ら
れ
る
。
音
組
織
は
琉
球
音
階
（
ド
ミ
フ
ァ
ソ
、
ン
ド
）
の
基
層
に
あ
る
と

み
ら
れ
る
、
三
度
堆
積
型
（
ド
ミ
ソ
シ
）
で
あ
る
。

Ⅱ
、
分
離
・
供
養
儀
礼

死
後
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
死
者
を
人
間
界
か
ら
離
別
さ
せ
、
他

界
に
安
定
さ
せ
る
た
め
に
行
う
。
一
連
の
ス
ク
［
焼
香
儀
礼
］
に
よ
り
、

死
者
は
カ
ミ
ヘ
の
階
梯
を
上
っ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）
チ
ー
バ
ガ
シ
《
サ
ン
カ
［
人
間
界
、
こ
の
世
］
と
ヌ
ン
カ
［
冥

界
、
あ
の
世
］
の
わ
か
れ
。
近
し
い
人
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
死
者

の
チ
ー
［
気
分
］
を
切
り
離
す
儀
礼
。
四
十
九
日
ま
で
に
何
度
か
ユ

タ
を
頼
ん
で
行
う
。
か
つ
て
は
カ
ン
カ
ァ
イ
シ
［
カ
ミ
招
き
］
に
よ

り
死
霊
を
葱
依
さ
せ
て
思
い
を
語
ら
せ
た
。

（
２
）
法
事
（
墓
参
）

サ
ニ
テ
ィ
［
三
日
］
、
ハ
チ
ナ
ヌ
カ
［
初
七
日
］
、
フ
タ
ナ
ヌ
カ
［
２

週
忌
］
、
ミ
ナ
ヌ
カ
［
３
週
忌
］
、
ド
ゥ
ナ
ヌ
カ
［
４
週
忌
］
、
イ
チ

ナ
ヌ
カ
［
５
週
忌
］
、
ム
ナ
ヌ
カ
［
６
週
忌
］
の
計
七
回
。
な
お
六

日
目
ま
で
は
、
朝
夕
二
回
墓
参
す
る
。
万
一
死
者
が
生
き
返
る
と
い

け
な
い
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
。

（
３
）
ス
ク
［
焼
香
、
年
忌
供
養
］

ス

ク

サ
ガ
イ
（
焼
香
儀
礼
の
始
ま
り
。
二
十
一
日
ま
で
に
日
柄
を
み
て
行

う
）
、
四
十
九
日
（
忌
み
明
け
）
、
百
日
、
一
・
三
・
七
・
十
三
・
二

十
五
・
三
十
三
年
忌
（
弔
い
上
げ
）
の
計
９
回
。

（
４
）
フ
チ
ギ
ラ
イ
［
洗
骨
］

死
後
三
、
五
、
七
年
目
の
カ
ノ
エ
サ
ル
の
日
に
、
生
者
を
見
守
っ
て

下
さ
い
よ
、
と
情
（
声
）
を
か
け
て
き
れ
い
に
洗
っ
て
い
か
せ
る

（成仏させる）。

こ
れ
ら
の
中
で
あ
の
世
と
こ
の
世
の
分
岐
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
チ
ー
バ
ガ
シ
・
サ
ガ
イ
・
四
十
九
日
で
あ
る
。
チ
ー
バ
ガ
シ
は
近
し

い
人
や
生
活
世
界
と
の
別
れ
、
ま
た
サ
ガ
イ
は
サ
ン
カ
と
ヌ
ン
カ
の
「
境

界
」
の
儀
礼
で
あ
る
。
サ
ガ
イ
で
は
墓
前
の
造
花
や
下
駄
・
杖
が
焼
か

（４）

れ
、
象
徴
的
な
財
産
分
与
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
時
よ
り
死
者
は
あ
の
世
の

「
戸
籍
に
入
る
」
（
足
を
踏
み
入
れ
る
）
。
そ
し
て
四
十
九
日
に
仮
位
牌
や

名
旗
が
焼
か
れ
、
「
あ
の
世
へ
の
旅
程
を
終
わ
る
」
と
さ
れ
る
。

３
。
〈
わ
か
れ
の
盃
〉
Ｉ
ウ
タ
が
生
成
す
る
場

- ８ ５ -



歌の生成と生態

納
棺
前
の
近
親
者
と
の
〈
わ

か
れ
の
盃
〉
は
、
泣
き
・
こ
と

ば
・
ウ
タ
が
一
体
と
な
っ
た
別

れ
の
儀
礼
の
核
心
で
あ
る
。
実

見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
例
で

は
、
ま
ず
司
式
役
の
オ
バ
（
通

常
は
一
家
の
母
）
が
、
椀
に
盛

ら
れ
た
水
に
指
先
を
ひ
た
し
、

（５）

故
人
の
額
と
家
族
の
額
に
交
互

（６）

に
触
れ
て
「
線
香
を
た
て
て
、

わ
か
れ
を
言
い
な
さ
い
」
と
》
う

な
が
す
。
そ
し
て
一
人
づ
つ
わ

か
れ
の
こ
と
ば
か
け
を
し
て
号

泣
す
る
。
親
子
・
兄
弟
姉
妹
と

そ
の
家
族
に
続
い
て
、
傍
系
の

オ
ジ
オ
バ
や
イ
ト
コ
が
行
う
。

そ
の
場
で
の
や
り
と
り
は
以
下

の
よ
、
フ
で
あ
っ
た
。
「
か
わ
い

が
っ
て
く
れ
て
、
こ
れ
か
ら
孝

行
を
つ
く
そ
う
と
思
っ
て
い
た

の
に
」
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

早
く
い
く
の
か
、
残
念
で
た
ま

ら
な
い
。
し
か
し
こ
う
な
っ
た

以
上
は
後
の
こ
と
は
心
配
し
な

い
で
残
さ
れ
た
子
や
孫
た
ち
を

資料<別れの盃＞与那国島2000.0725*バックに沖縄古典音楽のテープ
オバ；（長男に）はい、別れどう。はい「アハリドお父さ-ん」と（高く声かけしなさい)。
長男；アハリドお父さん、アハリドォ。ま-まんかどわるどう［まっすぐ．いって下さ

い]・
オバ；-、アハリドォエーアハリドォ○○、○○エーアハリドォ（カディナ

ティ）
妻；…あとのことはまた息子がするから、成仏してよ。…本当に偉かったと思う。病

アガミ
気もしながら、子のため、孫のためにがんばって下さった。本当にありがとうね
え、（高い声で）お父さ---ん、アハリドーーィ。～～～・アハリドお父さ-
ん～～～。この病気さえなければ、がんばった、絶対に、２５年間もね、本当に
がんばりました。どうもありがとうねえ～～～～～～まぶりよ［守って下さ
いよ］～～～

オバ；（長女に）別れどう、今日までがお父さんともいえる。はい、あしたからはいわ
れないからさあ、ありがとう、（よく看病したので）本当に忘れないはずと思う、
亡くなってもな。今日までしかお父さんと言われないから、一言二言いいなさ
い。（カディナティ）

次女、ムコ；アハリドォ！…お父さん、アハリドアハリドォ１
妹；兄さん、まっすぐわるだ。孝行をつくそうと思っていたのに…。（カディナティ）
妻の妹ムコ；元気なみらるんでぃ一生懸命いしやきたが

く、すんきいあみていやま-まんかどひるどお
あとぬくとうやあがみんたくとうやぬんしばきわんな-
親戚ぶる力 :んぱいひるうんがら成仏しわれよ
願わ〈ばむるまぐんたまぶいとらしわれ、成仏しわれよ…

［翻字：米城恵］
元気になってもらおうと一生懸命やってはきたんだけど
後生への道をまっすぐいくんですよ
あとのこと、子供たちのことは何も心配しなさるな
親戚みながんばって支援していくから成仏して下さいよ
願わ〈ば全部の孫たちを見守って下さい、成仏して下さい…
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「別れのことばかけ」とウタの生成

母方の従姉；○○いなむぬかあてていひるんすやいなむぬどう～～～～～～
おつかさんみんとXXぬアパテイにたばぐいりやりやとどぎゆ-
んだみんやさぎいりやりやむていていてぃぬみゆ -
んでいやぶ-るかていていいていて～～～○○～～～
まぶりよ○○わかれどうあととんかいないんけ○○～～～
いなむぬどうわかれどう○○あはりど○○あ～～～いなむい
ま ぶ り よ ぶ - る ま ぶ り よ わ か れ ど う ～ ～ ～ ［ 翻 字 ： 玉 城 精 記 ］
残念、こんなに早くいくとは残念だよ
（先にいった）お母さんの分とXXの末おばさんに煙草を入れたから届けなさい
あなたの分は酒を入れたから持っていって飲みなさい
あなたたちみんな逃げていってしまって＊ （＊近年次々 に他界した）
守りなさいよ○○別れですよあと振り返らずに全部守りなさい別れですよ

オバ；カディナティ
母；～、わかれゆる袖ににおいこめてもたば／においのあるえまやわくとううもり

（わかれゆく袖に、匂い袋を込めて持たせる／匂いある間は、私のことを思って下さい）
《スンカニ》

オバ；ヘうぶとうはるふにや／しまゆきどむどうる、デ○○！
ａぬはるたとうふにや／またんかえしぬならぬ［みらぬ歌④］《スンカニ》

オバ；'草、まいぬたぎみりば／かわるくとうねぬが、デ○○１
かわていくものや／ひとぬこころ、デ○○！［みらぬ歌③類歌］《スンカニ》

母；くわかれぐさとめて／わかれるんですしが、デ○○
ちむやうむいまさて／わかれぐりさ仕方がない～～～
（別れ草を探し、別れようとするんだけど／心の思いが勝って、別れ苦しい）《スンカ
ニ》

<納棺＞一斉にクイカギ
母；ぺみらいみやみさたるむぬら…［みらぬ歌①］
ｂ～、わかれぶさやよ、夢ほどねぬしがよ／義理の道でむぬ、わかれどしられゆな

（わかれたいとは、夢にも思わないが／義理の道だから、わかれねばならない）《スン
カニ》
-、わかれゆるすでに…（前出）

見
守
っ
て
く
れ
」
な
ど
の
こ

（７）
と
ば
が
か
け
ら
れ
、
先
に
逝
っ

た
親
兄
弟
た
ち
へ
の
伝
言
や
土

産
も
託
さ
れ
る
．
約
一
時
間
、

ク
イ
カ
ギ
・
カ
デ
ィ
ナ
テ
ィ
な

ど
の
「
泣
き
」
と
、
《
み
ら
ぬ

歌
》
《
ス
ン
カ
ニ
》
な
ど
の

「
ウ
タ
」
が
交
錯
す
る
、
ま
こ

と
に
悲
痛
な
わ
か
れ
で
あ
る
。

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の

は
、
納
棺
が
近
づ
く
と
次
々
と

ウ
タ
が
重
ね
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と

だ
。
歌
詞
ａ
く
う
ぶ
と
う
は
る

ふ
に
や
…
は
出
棺
に
際
し
て
の

も
の
。
ま
た
母
が
う
た
っ
た
わ

か
れ
歌
ｂ
く
わ
か
れ
ぶ
さ
や
よ

…
は
、
本
論
冒
頭
に
あ
る
「
別

れ
て
ど
い
ち
ゅ
る
…
」
と
合
わ

せ
、
青
春
時
代
に
経
験
し
た
恋

人
と
の
生
木
を
引
き
裂
か
れ
る

よ
う
な
別
れ
で
最
後
に
う
た
っ

た
特
別
な
ウ
タ
だ
と
い
う
［
酒

井
二
○
○
一
ｂ
］
。
こ
の
よ
う

に
人
生
の
岐
路
で
う
た
わ
れ
た

重
大
な
ウ
タ
が
、
死
者
と
の
わ
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歌の生成と生態

か
れ
の
席
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
味
深
い
。
恋
愛
の

不
条
理
な
別
れ
と
死
者
と
の
離
別
が
、
同
じ
次
元
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

のである。

こ
ん
な
ウ
タ
を
う
た
う
と
、
亡
く
な
っ
た
人
も
す
っ
き
り
し
て
安
心
し

て
別
れ
て
い
く
、
と
い
わ
れ
る
。
あ
る
女
性
は
、
夫
の
母
の
通
夜
に
、

「
別
れ
て
ど
い
ち
ゅ
る
…
」
（
冒
頭
）
の
歌
詞
を
《
ス
ン
カ
ニ
》
で
う
た
っ

た
。
す
る
と
七
日
ご
と
の
カ
ン
カ
ア
イ
シ
（
カ
ミ
招
き
）
の
時
、
「
こ
の

ウ
タ
を
聞
い
て
ね
、
ホ
ー
、
い
い
な
と
思
っ
た
よ
。
う
れ
し
か
っ
た
よ
。

あ
り
が
と
う
ね
」
と
ユ
タ
を
介
し
て
死
者
か
ら
こ
と
ば
が
あ
っ
た
と
い

う
。
声
を
か
け
る
こ
と
は
情
け
を
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
死
者
と
の
別
れ

に
不
可
欠
だ
。
声
か
け
を
充
分
に
し
な
い
と
「
チ
ー
バ
ガ
シ
を
し
な
か
っ

た
な
」
と
死
霊
が
い
つ
ま
で
も
親
し
い
人
に
の
り
こ
ん
で
き
て
体
が
だ
る

く
、
夢
を
み
さ
せ
た
り
病
気
さ
せ
た
り
す
る
と
い
わ
れ
る
。

ク
イ
カ
ギ
は
、
納
棺
の
こ
ろ
よ
り
式
ア
ハ
リ
ド
○
○
１
１
ィ
と
、
放

物
線
状
に
あ
げ
て
、
ゆ
る
や
か
に
落
と
し
て
い
く
よ
う
な
独
特
の
フ
シ
づ

け
に
変
わ
り
、
野
辺
送
り
、
納
墓
ま
で
続
く
。
魂
を
天
に
送
り
届
け
る
、

と
い
っ
た
「
旅
立
ち
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
強
く
印
象
づ
け
る
よ
う
な
音
声

表
現
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
弔
い
泣
き
」
は
、
二
○
年
ほ
ど
前
ま
で
は
大
変
さ
か

ん
で
、
遺
族
の
席
か
ら
は
昼
夜
を
問
わ
ず
「
パ
ン
パ
ン
泣
く
声
が
聞
こ
え

た
」
。
ま
た
野
辺
送
り
で
は
一
二
、
三
人
も
の
女
性
た
ち
が
カ
デ
ィ
ナ
テ

ィ
を
う
た
っ
て
付
き
添
っ
た
と
い
う
。
近
年
は
三
、
四
人
ほ
ど
で
、
「
や

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
、
昔
の
よ
う
に
は
上
手
に
い
え
な

い
」
。
逆
に
普
段
民
謡
な
ど
う
た
わ
な
い
人
が
、
こ
の
よ
、
フ
な
時
に
は
た

か
ら
か
に
声
を
あ
げ
て
周
囲
を
驚
か
せ
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
死
者

と
の
感
応
が
な
せ
る
技
な
の
だ
ろ
、
フ
か
。

娘
は
「
歌
な
ん
か
う
た
っ
て
は
し
ゃ
い
で
い
る
よ
う
で
お
か
し
い
。
喪

主
な
ん
だ
か
ら
静
か
に
し
て
な
さ
い
」
と
い
う
が
、
妻
は
「
与
那
国
の
し

き
た
り
だ
か
ら
、
情
け
を
か
け
る
」
と
意
に
介
さ
な
い
。
こ
こ
に
世
代
に

よ
る
文
化
ギ
ャ
ッ
プ
を
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
《
み
ら
ぬ
歌
》
の
多
面
性

以
上
死
者
と
の
別
れ
が
ウ
タ
で
な
さ
れ
る
局
面
を
み
て
き
た
。
ダ
ビ
ヤ

ー
（
喪
家
）
で
う
た
う
曲
と
し
て
は
《
み
ら
ぬ
歌
》
が
あ
り
、
現
在
で
は

う
た
え
る
人
が
稀
な
「
秘
曲
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
戦
後
し
ば
ら
く

ま
で
は
、
田
畑
の
作
業
で
も
さ
か
ん
に
う
た
わ
れ
た
と
い
う
。
い
っ
た
い

ど
ん
な
由
来
の
曲
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
地
で
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、
ま

ず
は
そ
の
多
面
性
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

４
１
１
、
通
夜
の
曲
と
し
て

「
死
者
を
寂
し
く
さ
せ
な
い
」
と
し
て
、
通
夜
で
故
人
の
思
い
出
な
ど

を
、
即
興
で
掛
け
合
っ
て
う
た
っ
た
。
テ
ー
プ
な
ど
の
鳴
り
物
も
な
か
っ

た
時
代
は
、
一
晩
中
自
分
た
ち
で
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
音
数
は
不
揃
い
で

ぐ
ん
ぐ
ん
し
Ｉ

も
か
ま
わ
な
い
。
代
表
的
な
以
下
の
歌
詞
が
『
民
謡
工
工
四
』
（
後
述
）

に収録された。

①
ベ
エ
ー
み
ら
い
み
や
ョ
Ｉ

みさたるむぬんでやや’ぬ／｝上句

エ
ー
し
ら
い
み
や
ョ
-

ぱいあていね-ぬんでやや-ぬ｝下句
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わ抑諦汁ィ坐率宕デ毎ＷⅣ君ｌホ｝樹バヤシ句

（
見
な
い
う
ち
は
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
に
／
知
ら
な
い
う
ち
は
、
わ
た

し
は
当
て
も
な
か
っ
た
の
に
）

１
以
下
後
バ
ヤ
シ
句
は
☆
で
置
き
換
え
ｌ

②
ヘ
エ
ー
み
ら
ぬ
み
ん
や
ョ
Ｉ
ホ
ー

み
り
ば
だ
ぎ
ぶ
さ
ぬ
／

エ
ー
だ
ぎ
ば
く
い
せ
ん
さ
ョ
-
ホ
ー

う
む
い
ぬ
ぱ
い
な
ら
ぬ
☆

（
見
な
い
う
ち
は
［
と
も
か
く
も
］
、
見
れ
ば
抱
き
た
く
な
る
／
抱
け
ば
恋

し
く
な
り
、
［
そ
の
］
思
い
が
私
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）

［
民
謡
大
観
八
重
山
篇
エ
ハ
○
三
］

③
ま
い
ぬ
た
ぎ
み
り
ば

か
ば
る
く
と
み
ぬ
ん
が
あ
／

か
な
し
ば
ん
が
、
う
や
や

、
う
て
か
ば
い
み
ぬ
ん
で
ゃ
あ
こ
☆

わ

（
前
の
岳
見
れ
ば
、
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
／
愛
し
い
吾
が
親
は
、
変
わ

り
果
て
ま
し
た
）

④
う
ぶ
と
う
は
る
ふ
に
や

し
ま
い
ぎ
ど
む
ど
う
る

ぬ
は
る
た
と
ふ
に
や

ま
た
ん
か
い
し
な
ら
ぬ
☆

（
大
海
を
走
る
船
は
、
島
に
往
っ
て
戻
る
／
野
原
Ⅱ
墓
場
に
た
つ
船
Ⅱ
棺

は
、
再
び
帰
っ
て
こ
な
い
）

［
民
謡
工
工
四
エ
ハ
四
］

①
の
歌
い
出
し
の
文
句
が
曲
名
の
由
来
、
②
は
①
に
続
く
内
容
で
あ

る
。
③
は
特
に
通
夜
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
。
ま
た
④
は
出
棺
に
際
し
て
う

た
わ
れ
る
象
徴
的
な
歌
詞
で
、
野
原
は
墓
場
、
船
は
棺
の
こ
と
で
あ
る
。

死
と
は
墓
場
へ
の
旅
立
ち
と
観
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
表
れ
て
い

る
。
詞
型
は
八
重
山
的
な
音
数
の
対
語
対
句
、
上
下
句
対
立
的
な
短
詞

型
、
さ
ら
に
は
琉
歌
調
四
句
体
も
あ
て
ら
れ
る
。

４
１
２
、
デ
ィ
ラ
バ
（
野
良
仕
事
の
歌
）
と
し
て

与
那
国
は
水
が
豊
富
で
、
八
重
山
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
胸
ま

で
水
に
つ
か
る
湿
田
で
は
畜
力
が
つ
か
え
な
い
た
め
、
人
力
に
頼
る
ほ
か

は
な
い
。
収
穫
後
の
稲
の
切
り
株
を
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
引
き
抜
き
、
踏
み

込
ん
で
緑
肥
と
す
る
整
地
作
業
の
動
作
に
は
、
ベ
エ
ー
エ
ー
ー
イ
と
、
下

か
ら
え
ぐ
る
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
う
た
う
《
み
ら
ぬ
歌
》
が
適
し
て
い

た
。
稲
刈
り
の
時
期
に
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
歌
声
が
重
な
っ
て
聞
こ
え
て
き

て
「
と
て
も
面
白
か
っ
た
（
み
ご
と
だ
っ
た
）
」
。
戦
後
土
地
改
良
や
機
械

化
で
そ
う
し
た
作
業
の
必
要
が
な
く
な
る
ま
で
は
、
よ
く
う
た
わ
れ
て
い

たとい、フ。

野
良
で
う
た
う
と
き
は
、
ダ
ビ
ヤ
ー
（
喪
家
）
と
は
歌
詞
を
変
え
る
。

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
気
楽
な
恋
愛
歌
で
あ
る
。
［
沖
縄
音
楽
総
覧
三
二
-

二
、
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
］

①
ベ
エ
ー
イ
か
ぐ
り
き
い
し
た
で

か
ぐ
り
し
ぬ
び
ゆ
る
た
／

エ
ー
イ
む
か
て
く
る
ん
ぞ
に

み
か
ぎ
ば
し
ら
り
よ
の

ン
ゾ
ナ
リ
モ
ノ
ョ
ー
ハ
イ
ヤ
ョ
ー

スミテノアト-ノヨ
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（
か
く
れ
木
の
下
で
、
隠
れ
忍
ん
で
い
る
と
／
向
か
っ
て
く
る
彼
氏
に
、

見
か
け
ら
れ
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
）

②
ペ
エ
ー
イ
な
ぐ
り
さ
る
ぬ
だ
や

す
で
に
う
し
ぬ
ぐ
て
／

エ
ー
イ
む
か
て
く
る
ん
ぞ
に

わ
ら
い
み
し
ろ

ワ
ラ
テ
ミ
セ
ロ

（
懐
か
し
さ
の
涙
を
、
袖
で
押
し
ぬ
ぐ
っ
て
／
向
か
っ
て
く
る
彼
氏
に
、

笑
っ
て
み
せ
な
さ
い
＊
ど
ん
な
悲
し
い
時
も
、
や
っ
て
く
る
客
は
笑
顔

で
迎
え
な
さ
い
と
い
う
教
訓
歌
を
ふ
ま
え
て
い
る
）

①
と
②
は
「
む
か
て
い
く
る
ん
ぞ
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
つ
な
げ

な
が
ら
、
男
女
が
掛
け
合
っ
て
い
る
様
相
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ウ

タ
は
、
お
そ
ら
く
モ
ー
ア
シ
ビ
な
ど
歌
あ
そ
び
の
場
で
も
共
通
し
て
う
た

わ
れ
た
だ
ろ
う
。

そ
雷
フ
し
た
日
常
的
な
伝
承
の
場
を
失
っ
て
《
み
ら
ぬ
歌
》
を
う
た
え
る

人
が
少
な
く
な
り
、
近
年
は
葬
送
の
場
に
お
い
て
も
、
ふ
だ
ん
う
た
い
慣

れ
て
い
る
シ
マ
ウ
タ
の
《
ス
ン
カ
ニ
》
に
お
き
か
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
《
ス
ン
カ
ニ
》
は
《
み
ら
ぬ
歌
》
と
フ
シ
が
よ
く
似
て
お
り
、
音
組

織
や
旋
律
構
成
も
一
致
す
る
。
次
の
よ
う
な
死
者
か
ら
の
別
れ
ウ
タ
も
う

た
わ
れ
て
い
る
。

わ

み

さ

き

◎
一
人
乗
る
船
に
、
二
人
乗
ら
れ
ゆ
み
／
我
身
や
先
な
ち
ゅ
て
、
う
待
ち

し
や
ぴ
ら

（
一
人
乗
り
の
船
Ⅱ
喪
與
に
、
二
人
は
乗
ら
れ
な
い
か
ら
／
私
が
先
に
い

っ
て
、
お
待
ち
し
ま
し
ょ
う
）

ぐ
す
な
が
み
て
い

◎
後
生
ぬ
中
道
や
行
き
ぶ
さ
や
ば
ぬ
れ
ぬ
が
／
な
ど
な
ど
と
ど
も
ど
も

《
ス
ン
カ
ニ
》
は
《
与
那
国
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー
》
と
も
よ
ば
れ
、
哀
調
を

お
び
た
シ
マ
ウ
タ
と
し
て
名
高
い
。
と
り
わ
け
別
離
の
悲
哀
が
多
く
う
た

わ
れ
る
。
幕
末
に
尚
泰
王
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
「
野
村
工
工
四
」
下

巻
に
「
し
や
う
ん
か
な
い
節
」
（
二
揚
調
）
と
し
て
記
載
が
あ
り
、
当
時

（８）

既
に
首
里
王
府
周
辺
に
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
明
治
二
○
年
頃
の
作
と

さ
れ
る
初
期
の
沖
縄
歌
劇
「
親
阿
母
（
ウ
ヤ
ア
ン
マ
ー
）
」
の
主
要
歌
曲

と
し
て
つ
か
わ
れ
、
琉
球
弧
に
広
く
流
布
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
歌
劇

は
宮
廷
で
洗
練
さ
れ
た
「
組
踊
り
」
の
作
風
を
残
す
一
幕
も
の
で
、
在
藩

役
人
と
現
地
妻
（
ウ
ヤ
ア
ン
マ
ー
）
の
別
離
を
描
き
評
判
に
な
っ
た
。
見

せ
場
で
は
従
来
の
古
典
歌
曲
の
か
わ
り
に
八
重
山
の
民
謡
を
つ
か
い
、
新

鮮
味
を
感
じ
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

《
ス
ン
カ
ニ
》
の
旋
律
は
琉
球
音
階
の
構
成
音
を
順
次
山
形
に
な
ぞ
る

タ
イ
プ
で
、
《
宮
古
ト
ー
ガ
ニ
》
《
多
良
間
シ
ュ
ン
カ
ニ
》
、
沖
縄
の
《
ナ

ミ
ヤ
ー
ク
ニ
ー

ｌ
ク
ニ
ー
（
宮
古
根
）
》
と
同
系
で
あ
る
。
し
か
し
与
那
国
独
自
の
脈
絡

と
し
て
、
《
ス
ン
カ
ニ
》
の
成
立
に
葬
送
歌
の
《
み
ら
ぬ
歌
》
が
深
く
関

与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

《
み
ら
ぬ
歌
》
が
《
ス
ン
カ
ニ
》
の
原
曲
で
あ
る
と
の
伝
承
は
、
現
地

ぐ
ん
ぐ
ん
し
Ｉ

で
は
根
強
い
。
一
九
七
○
年
に
『
与
那
国
民
謡
工
工
四
』
（
三
線
楽
譜
集
）

が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
オ
ー
ラ
ル
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
多
様
な
フ
シ
ま

わ
し
が
統
一
さ
れ
三
線
つ
き
の
イ
ン
テ
ン
ポ
の
リ
ズ
ム
に
整
え
ら
れ
た
。

と
別
れ
ど
し
ら
れ
ゆ
な

（
墓
場
の
中
央
通
り
を
、
行
き
た
く
は
な
い
け
れ
ど
／
い
や
い
や
な
が
ら

に
、
別
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）

５
。
《
み
ら
ぬ
歌
》
か
ら
《
ス
ン
カ
ニ
》
へ

- ９０ -



｢別れのことばかけ」とウタの生成

工
工
四
編
纂
の
動
機
は
、
「
歌
が
く
ず
れ
て
き
た
」
つ
ま
り
う
る
憶
え
の

歌
が
横
行
し
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
た
、
外
部
の
人
か
ら
教
え
て
く
れ
と
頼
ま

れ
て
も
譜
が
な
く
て
不
便
、
従
来
の
石
垣
風
（
八
重
山
工
工
四
）
・
沖
縄

風
（
野
村
工
工
四
な
ど
）
の
楽
譜
は
与
那
国
風
の
フ
シ
に
な
じ
ま
な
い
、

な
ど
で
あ
る
。

記
譜
作
業
は
三
人
の
編
者
が
あ
た
っ
た
。
数
人
の
古
老
の
歌
を
テ
ー
プ

に
と
っ
て
繰
り
返
し
聞
き
、
《
み
ら
ぬ
歌
》
に
関
し
て
は
最
長
老
Ａ
［
楽

譜
２
］
の
や
わ
ら
か
で
し
な
や
か
な
フ
シ
を
も
と
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

楽
譜
を
作
っ
た
。

と
こ
ろ
が
工
工
四
以
前
の
古
老
の
録
音
を
聞
い
て
み
る
と
、
《
み
ら
ぬ

歌
》
に
は
少
な
く
と
も
Ａ
Ｂ
二
つ
の
タ
イ
プ
の
フ
シ
が
区
別
さ
れ
（
特
に

○
で
囲
っ
た
部
分
の
違
い
が
大
き
い
）
、
Ｂ
は
現
行
の
《
ス
ン
カ
ニ
》
に

酷
似
し
て
い
る
。
演
唱
者
に
と
っ
て
も
、
歌
い
出
し
の
エ
ー
イ
と
い
う
ハ

ヤ
シ
以
外
は
両
曲
は
区
別
が
つ
き
に
く
く
、
《
み
ら
ぬ
歌
》
を
う
た
い
始

め
る
の
だ
が
、
後
半
は
《
ス
ン
カ
ニ
》
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
混
同

が
多
々
み
ら
れ
る
。
記
譜
に
際
し
て
は
、
両
曲
の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ

「
面
白
く
」
す
る
よ
う
な
改
変
も
行
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

以
上
、
葬
送
歌
で
あ
る
《
み
ら
ぬ
歌
》
が
、
田
畑
の
オ
ー
プ
ン
な
空
間

や
歌
あ
そ
び
の
場
を
循
環
し
つ
つ
一
般
化
し
、
《
ス
ン
カ
ニ
》
が
生
成
さ

れ
た
可
能
性
が
強
い
。
オ
ー
ラ
ル
な
レ
ベ
ル
で
は
両
曲
の
旋
律
は
近
接
し

て
お
り
、
演
唱
者
に
と
っ
て
も
そ
の
境
は
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
が
、
近
代

的
な
記
譜
作
業
に
よ
り
意
識
的
な
差
異
化
が
す
す
め
ら
れ
、
今
日
の
ス
タ

イ
ル
が
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
で
は
《
ス
ン
カ
ニ
》
が
葬
儀
の

場
で
も
、
ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
も
盛
ん
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
様
々
な
歌
の

場
を
循
環
す
る
よ
う
な
形
で
、
ウ
タ
の
ジ
ャ
ン
ル
形
成
が
な
さ
れ
て
い
く

過
程
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
葬
送
歌
の
う
ち
〈
供
養
歌
〉
は
遺
体
と

直
結
し
タ
ブ
ー
性
が
強
い
が
、
〈
哀
惜
歌
〉
は
よ
り
自
立
的
で
ジ
ャ
ン
ル

横
断
的
な
動
き
が
可
能
だ
。
そ
れ
ゆ
え
シ
マ
ウ
タ
の
ジ
ャ
ン
ル
形
成
に
関

わ
っ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
そ
う
し
た
循
環
の
波
は
、
繰
り
返
し
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
《
ス
ン
カ
ニ
》
の
成
立
は
近
世
末
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
、

ミ
ヤ
ー
ク
ニ
ー
（
９
）

例
え
ば
宮
古
起
源
の
フ
シ
が
沖
縄
に
伝
わ
り
《
ナ
ー
ク
ニ
ー
（
宮
古
根
）
》

と
な
り
、
ま
た
一
方
で
は
与
那
国
に
入
り
葬
送
の
場
に
と
り
こ
ま
れ
て

（Ⅲ）

《
み
ら
ぬ
歌
》
が
成
立
し
た
、
と
い
う
過
程
も
考
え
ら
れ
る
。
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歌の生成と生態

楽譜２《みらぬ歌》《スンカニ》比較譜（歌詞部分のみ。後バヤシ句も類似旋律）
採譜：松村智郁子、校閲・比較譜：酒井

一一みらぬ歌Ａ

みらぬ歌Ｂ

スンカニｃ

な ー さ - - ぎ
え ま - や

ぐ
ぬ

Ｌ よ な
ｌＲぬてぃ

ア
イ

に い
あ る

一
一

- -

＝ - - 一 一 = ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ー ＝ ＝ ＝ ＝ = ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 呂 ＝ = ＝ -
ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｌ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ー - ■ ■ ■

■ ■ ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ _ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■■
q ■ - - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｉ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

- ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

み さ た 一 る ⑪ 一 ぬ 一 ゥ ｂ （ 実 音 は 完 全 ４ 度 下 】
く う 一 て れ - ぬ 一 ウ ｂ
＝ 一 一

-■■■■■■■ I■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ 且 ■ ■ ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ l ■ ■ ■ ■ Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ - - - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
1■■■■■■■■■■■■■■■■■ I ■■■一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■』■■■■■■■■■■■■■■■■■一 -』■■■■■■■ - - - ■ I ■■■■■■■■■■■■■■■■ I ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■
一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ l ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ⅱ ■ ■ ■ 』 ■ ■ ■ ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ - - １ ■ ■ ■ - 1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 』 ■ ■ ■ ■ - _

み
く

た
う

さ
塵

る
て

一一 一一 一一

1 Ｒ ｰ
み -

陰 う む

1 Ｒ ｰ
み -

陰 う む
３度下）

一一
り
い

一一 一一一一一一一一一一

lＲ
イ
ア

く - と う
や い ん

ぱ 一 ど - な - さ
し や - び - -

ぎ
ら

- い
- と う

一一
一
一

一
一

Ａ《みらぬ歌》松竹イガバチ（1888～1975）録音；宮良保全（1960頃）＊工工四の原曲
①エーみらいみやヨー／みさたるむぬら見なかったら、それでよかったのに
エーしらいみやヨー／くまうてねぬら知らなかったら、ここにはいないのに
エーンゾナリムヌラーハイヤヨーウマリャンソーヨナツカシイコトガオモワレテナラナイ
Ｂ《みらぬ歌》松竹オナリ（1896～1982、イガバチの弟の妻）録音；同上
①エーイみらいみやみぶさ／みりばだぎぶさぬ
エーイだぎばくいしさぬ／うむいぬぱいならぬ［みらぬ歌②］
エーインゾナリムヌヨーノ、イヤヨーウムイヌバヌナラヌ

②エーイかりゆしぬ船や／かりゆしぱいしてめでたい船に、吉運をのせて
エーイ旅ぬ行き戻いや／糸ぬ上から旅の行き戻りは、糸の上をすべるよう
エーインゾナリムヌヨーノ､イヤヨーナグリサヨ

③エーイわかれてどいちゅる／ぬい情けくいるが別れていくのに、何の情けを呉れようか
エーイ歌に声かけて／うりどう情け歌に声かけて、それこそが情け
エーインゾナリムヌヨーハイヤヨーナグリサヨ
Ｃ《スンカニ》松竹オナリ録音；同上
①与那国ぬなさぎ／いくとうばどうなさぎ与那国の情け、云う言葉こそ情け
いてぬあるえまや／間合いしやびら命のある間は、たよりを交わしましょう
ンゾナリムヌヨーハーリーシュンカネヨー
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｢別れのことばかけ」とウタの生成

注
（
１
）
「
葬
式
が
す
ん
で
寂
し
’
く
な
っ
た
そ
の
時
う
た
う
」
と
も
い
わ

れ
る
［
酒
井
一
九
九
六
二
一
五
七
］
。

（
２
）
一
九
九
六
、
九
八
、
九
九
、
二
○
○
一
’
二
年
に
の
べ
一
ヶ
月

半。な
お
日
本
最
西
端
の
与
那
国
島
は
八
重
山
諸
島
に
属
し
、
一
島
一

町
、
三
集
落
（
祖
納
、
比
川
、
久
部
良
）
、
人
口
は
一
八
二
八
人

（二○○○年六月）。

（
３
）
ド
ゥ
タ
（
ユ
タ
）
ム
ヌ
チ
は
、
墓
の
開
け
閉
め
や
土
地
の
カ
ミ
、

故
人
の
守
護
神
（
マ
リ
デ
ィ
、
カ
ン
デ
ィ
ン
）
な
ど
へ
の
拝
み
は
行

う
が
、
儀
礼
の
進
行
に
は
直
接
関
わ
ら
な
い
。

（
４
）
長
老
が
墓
前
の
地
面
の
一
画
に
升
目
の
線
を
引
き
、
「
こ
れ
は
田

圃
、
こ
れ
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
…
」
と
分
け
与
え
る
。

（
５
）
故
人
は
六
六
才
、
一
家
の
父
。
島
外
で
火
葬
さ
れ
て
戻
っ
て
き
た

が
、
箱
に
納
め
ら
れ
た
遺
骨
に
対
し
て
遺
体
が
あ
る
の
と
か
わ
り
な

い
し
ぐ
さ
で
行
わ
れ
た
。

（
６
）
以
上
の
行
為
自
体
を
「
チ
ー
バ
ガ
シ
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

（
７
）
こ
の
ほ
か
「
親
し
い
も
の
を
誘
善
フ
な
よ
」
な
ど
と
遠
ざ
け
る
こ
と

ば
も
あ
る
。
特
に
同
年
輩
や
同
じ
干
支
の
生
ま
れ
の
人
は
連
れ
て
行

か
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
死
者
を
忌
避
す
る
こ
と
も
多
い
。

（
８
）
王
府
で
は
離
島
の
う
た
の
名
手
を
呼
び
寄
せ
て
、
う
た
わ
せ
て
い

た
と
い
わ
れ
る
。

（
９
）
代
表
的
な
沖
縄
の
シ
マ
ウ
タ
で
、
宮
古
根
と
い
う
漢
字
が
あ
て
ら

れ
る
。
こ
れ
は
宮
古
起
源
と
い
う
由
来
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お

宮
古
ト
ー
ガ
ニ
に
つ
い
て
は
［
民
謡
大
観
宮
古
篇
卵
五
○
八
～
五
三

一一一］Ｏ

（
皿
）
首
里
王
府
が
八
重
山
を
征
圧
し
た
一
五
○
○
年
以
前
、
与
那
国
は

参
考
文
献

池
間
栄
三
一
九
五
九
「
与
那
国
の
歴
史
」
自
家
版

池
間
苗
一
九
九
八
『
与
那
国
こ
と
ば
辞
典
』
自
家
版

喜
舎
場
永
殉
一
九
六
七
（
初
版
一
九
二
四
）
改
訂
増
補
版
『
八
重
山
民
謡

誌
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

酒
井
正
子
一
九
九
六
『
奄
美
歌
掛
け
の
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
』
第
一
書
房

ｉ
二
○
○
一
ａ
「
泣
き
・
こ
と
ば
・
う
た
ｌ
奄
美
の
葬
送
歌
の
表

象
と
様
式
性
」
藤
井
貞
和
・
エ
リ
ス
俊
子
編
『
創
発
的
言
語
態
』
（
シ
リ

［
付
記
］
本
稿
は
二
○
○
一
年
一
○
月
七
日
、
古
代
文
学
会
例
会
五
○
○
回

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
部
「
歌
の
生
成
と
生
態
」
基
調
報
告
に
も

と
づ
く
。
当
日
会
場
に
て
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た

現
地
調
査
に
際
し
て
宮
良
保
全
、
米
城
恵
各
氏
は
じ
め
与
那
国
島
の

多
く
の
方
々
及
び
石
垣
島
出
身
の
音
楽
家
小
波
本
直
俊
氏
か
ら
、
懇

切
な
ご
教
示
、
ご
助
力
を
た
ま
わ
っ
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げます。

宮
古
に
属
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
、
両
者
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
は

深
い
。
な
お
《
み
ら
ぬ
歌
》
が
元
来
葬
儀
の
歌
で
あ
っ
た
か
ど
、
フ
か

に
つ
い
て
、
工
工
四
編
者
の
一
人
、
宮
良
保
全
氏
は
「
も
と
も
と
そ

う
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
が
、
情
け
深
い
フ
シ
な
の
で
通
夜
で
も
う
た

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
（
一
般
的
な
場
↓
葬
儀
）
、

ま
た
冨
里
康
子
氏
は
「
も
と
も
と
通
夜
の
曲
な
ん
だ
が
、
フ
シ
が
美

し
く
て
仕
事
の
動
作
と
も
合
う
の
で
野
良
で
も
う
た
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
（
葬
儀
↓
仕
事
）
と
の
意
見
で
あ
る
。
両
者
を

総
合
す
れ
ば
、
一
般
的
な
場
↓
葬
儀
↓
仕
事
↓
あ
そ
び
二
般
的
な

場
）
と
い
う
変
遷
を
描
く
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
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歌の生成と生態

ｌ
ズ
言
語
態
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京
大
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出
版
局
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一
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与
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国
島
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い
た
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徳
之
島
郷
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究

日
本
放
送
出
版
協
会
（
編
）
一
九
八
九
、
一
九
九
○
「
日
本
民
謡
大
観

（
沖
縄
・
奄
美
こ
八
重
山
諸
島
篇
、
宮
古
諸
島
篇

与
那
国
町
史
編
纂
委
員
会
事
務
局
（
編
）
一
九
九
七
『
記
録
写
真
集
与
那

国
沈
黙
の
怒
涛
．
ど
う
な
ん
の
一
○
○
年
』
町
史
別
巻
Ｉ
記
録
写
真
集

与
那
国
町
役
場
ほ
か

の
ま
な
ざ
し
』

福
里
武
市
・
宮
良

譜
付
に
改
訂
）

能
伝
承
保
存
会

村
武
精
一
一
九

米
城
恵
一
九

那
国
町
史
」
の

渡
辺
欣
雄
・
植
松

け
る
伝
統
文
化

会
報
』
踊
号

杉
本
信
夫
一

ト
ゥ
バ
ル
マ

重
山
文
化
研

原
知
章
二

け
る

究
会

九
七・ス

究
会

○
○と 明 た 九 九

咋 石 め 八 七
来 へ の - 可 一
文 編 草 葬 ア
ヒ、-〆稿式二
｜ 、 一 ｜ ミ

○
○
『
民
俗
文
《

同
成
社

保
全
・
冨
里
康

『
歌
詞
解
釈
付

外 石 め
来 へ の
文 編 草
化、-〆稿
Ｉ …

五
「
八
重
山
の
う
た
の
音
楽
性
ｌ
ユ
ン
タ
・
ジ
ラ
バ
・

ン
カ
ニ
を
中
心
に
ｌ
」
『
八
重
山
文
化
』
３
、
東
京
八

民
俗
文
化
の
現
在
ｌ
沖
縄
・
与
那
国
島
の
民
俗
へ

一
九
八
○
『
沖
縄
最
西
端
与
那
国
島
に
お

周
辺
諸
文
化
と
の
比
較
研
究
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与
那
国
研

ズ
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の
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界
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吉
川
弘
文
堂

日
本
最
西
端
与
那
国
の
冠
婚
葬
祭
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亀
与

子
（
編
）
一
九
七
○
（
一
九
八
二
声
楽

与
那
国
民
謡
工
工
四
』
与
那
国
民
俗
芸
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